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2025福井大学連合教職大学院東京サテライト DEAL（ディープ・アクティブ・ラーニング）

教職員研修・宮古島ラウンドテーブル実施要項（一次案） 

1 研修の主旨 
「教職の理論と実践の融合」をテーマに、教員研修の在り方を問い直し、子どもたちの学習観の転

換を図り、子どもたちによる主体的な学びを支えるための専門職としての教師の学びを検討する。そ

して、子どもの学びと相似形である教師の学びのあり方として、教師の「主体的、対話的で深い学

び」を発展・深化させ、協働探究の実体験と省察（フィールドワークとラウンドテーブル）を通じ

て、地域、職種、学校種を超えた参加者同士が対話し探究する学び合う場とする。 

2 研修の概要 
（1） 日程：令和７年８月 21 日（木）、22 日（金） 

   ※22 日は、宮古島市教育委員会と共催で実施する 
（2） 主題：子どもたちの探究を手がかりとした、教師としての力を育む協働探究 

   〜教師の主体的で対話的、そして深い学びを実践する道を描く〜 
    

（3） 内容：フィールドワークおよびラウンドテーブル 
（4） 場所：沖縄県宮古島市内、宮古島市役所大ホール 
（5） 参加者定員：約 80 名（全国の教員、教育委員会、教育関係者、大学関係者、一般企業他） 
（6） 責任者：福井大学連合教職大学院 特命教授 福島昌子 
（7） 主催：福井大学連合教職大学院東京サテライト 
（8） 共催：宮古島市教育委員会、同教育研究所 
（9） 協力：海上保安庁第十一管区海上保安本部宮古島海上保安部 

東京都葛飾区立保田しおさい学校 
埼玉県立越谷特別支援学校 

3 行程 
【Session1：フィールドワーク】 8 月 21 日（木）9：00〜16：45 

健康課題により寄宿舎と連結する学校に暮らす東京の小学生と肢体不自由により支援を必要とす

る埼玉県の中学生が、総合的な学習の時間に考えた「宮古島を巡るコース」と「バリアフリーを目

指した宮古島を巡るコース」を小グループに分かれて島内を回ります。 
この探究コースは海に触れたことがない特別支援学校の子どもたちが、宮古島の海や島への想像

の扉を開きながら探究思考を巡らせ、自分や自分の大切な人たちと宮古島を巡るにはどうしたらよ

いのか、どこをどのように変えたらバリアフリーを必要とする人たちが宮古島を回れるようになる

のかを一生懸命に考えました。 
 
SessionⅠでは、グループごとに子どもの思いと共にコースを回り、そのコースに新たな探究ポイ

ントを一カ所加えて、子どもと大人が共創し「宮古島を巡る探究コース」を完成させます。そし

て、グループで研修レポートを作成し考案者の生徒に問いかけ直しをします。 
 
8：30 受付：宮古島市役所 大ホール 
9：00  オリエンテーション 
    9：30  子どもたちが考えた「宮古島探究コース」のフィールドワーク 

各班に分かれ出発（※各班で昼食） 
  16：00 研修報告レポート作成（宮古島市役所に各班で集合、実施） 
  16：45  諸連絡・解散 
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【Session２：宮古島ラウンドテーブル】 8 月 22 日（金）9：00〜12：30 
子どもたちが考えた探究コースのフィールドワークの報告を通じて、主体性と協働探究の重要性

を共有します。また、子どもたちの探究の思考を辿ることで子どもの主体的・対話的で深い学びに

ついて考察し、その主体的な学びを支える教師の学びのあり方について検討します。そして、相互

の実践を傾聴し多様な参加者相互の対話と学びから教師としての成長プロセスを振り返るラウンド

テーブルを行います。 
なお、二日目は宮古島市教育委員会と共催で実施します。 
 

8：30 受付：宮古島市役所 （大ホール） 
9：00  全体会 

「子どもたちの探究を手がかりとした、教師としての力を育む協働探究」 
     〜教師の主体的で対話的、そして深い学びを実践する道を描く〜 

講師：福井大学連合教職大学院東京サテライト副所長 
特命教授 福島昌子 氏 

9：40  ラウンドテーブル（9：40〜12：00） 
①Session1 の協働探究フィールドワークの報告・共有 
② 参加者の実践の共有、省察と展望 

12：00 シェアリングと記録のまとめ 
12：20 諸連絡・修了 

 
【Session３：フィールドワーク】14:00（※事前参加申込者のみ）14：00～15：30 

14：00  「日本、宮古島の海の保全についての講話」 
海上保安庁第十一管区海上保安本部宮古島海上保安部 

14：40  宮古島海上保安部の巡視船の見学 
15：30  長山港 解散 

 
4 参加費（実費経費） 
   無料、但しフィールドワーク時の体験、拝観入館料、昼食は各自でご負担ください。 
 
5 申込期間 
   令和７年 6 月 25 日（水）～8 月 12 日（月）まで  ※定員になり次第締め切ります。 

参加申し込み 
URL：https://forms.gle/HgaG8ruKsLsiUiwx5 

 
  

6 諸連絡 
(1) 持ち物 

8/21：事前配付資料、帽子、虫よけ、日焼け止め、飲み物、他 
8/22：帽子、日焼け止め、飲み物、水にぬれても良い服装、靴 
※ サングラスなど他は各自必要に応じて用意してください。また、雨天決行のため、傘を

ご持参ください。 
(2) その他 

・ 宮古島現地集合・解散。 
・ 交通機関、宿泊施設等は各自でお取りください。 
・ 離島における研修会のため、必要であれば個々で保険への加入をご検討ください。 

    
7 問い合わせ 

詳細については、福井大学連合教職大学院 HP に 7 月頃にアップされます。その他、お問い合
わせについては、下記まで連絡をお願いします。 
 

  （問合せ先） 福井大学連合教職大学院東京サテライト 本村税・福島昌子   
    E-ｍail：tokyo.satellite2020@gmail.com  
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